
(57)【要約】

【課題】　内視鏡内の水漏れを正確に判断する。

【解決手段】　電子内視鏡システム１０は気密構造を有

する内視鏡２０の内部に絶対湿度センサ２７と測定回路

２８と比較回路２９とメモリ３０とシステムコントロー

ル回路４３とを備える。絶対湿度センサ２７で測定され

た信号を比較回路２９に送るとともにメモリ３０に格納

する。比較回路２９は新規に測定された信号とメモリ３

０に格納された信号とを比較し、比較データを作成する

。システムコントロール回路４３は比較データに基づい

て内視鏡の水漏れの判断をする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 気 密 構 造 を 有 す る 内 視 鏡 の 内 部 に 設 け ら れ 、 絶 対 湿 度 を 測 定 す る 絶 対 湿 度 測 定 手 段 と 、
　 前 記 測 定 手 段 で 測 定 さ れ た 信 号 を 記 憶 す る 測 定 値 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 測 定 手 段 で 新 規 に 測 定 さ れ た 信 号 が 前 記 測 定 値 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 前 回 測 定 さ れ
た 信 号 か ら 実 質 的 に 変 化 し た 場 合 に 前 記 内 視 鏡 に 水 漏 れ が 発 生 し て い る こ と を 判 断 す る 水
漏 れ 判 断 手 段 と
　 を 備 え た 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 水 漏 れ 判 断 手 段 が 、 前 記 測 定 手 段 で 新 規 に 測 定 さ れ た 信 号 と 前 記 測 定 値 記 憶 手 段 に
記 憶 さ れ た 前 回 測 定 さ れ た 信 号 に 基 づ い て 比 較 デ ー タ を 作 成 す る 測 定 値 比 較 手 段 を 備 え た
請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 水 漏 れ 判 断 手 段 に お い て 、 前 記 測 定 手 段 で 新 規 に 測 定 さ れ た 信 号 と 前 記 測 定 値 記 憶
手 段 に 記 憶 さ れ た 前 回 測 定 さ れ た 信 号 と を 絶 対 湿 度 に 換 算 す る と 新 規 に 測 定 し た 絶 対 湿 度
が 大 き い 場 合 に 、 前 記 水 漏 れ 判 断 手 段 が 前 記 内 視 鏡 の 水 漏 れ を 判 断 す る 請 求 項 １ に 記 載 の
内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 測 定 手 段 が 、 絶 対 湿 度 セ ン サ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 絶 対 湿 度 セ ン サ が マ イ ク ロ ヒ ー タ 型 の 絶 対 湿 度 セ ン サ で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視
鏡 の 水 漏 れ 判 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 測 定 手 段 が 前 記 内 視 鏡 の 先 端 に 配 置 さ れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断 装
置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 測 定 手 段 が 前 記 内 視 鏡 の 操 作 部 に 配 置 さ れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断
装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 測 定 手 段 が 前 記 内 視 鏡 の コ ネ ク タ に 配 置 さ れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判
断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 水 漏 れ 判 断 手 段 が 前 記 内 視 鏡 の 水 漏 れ を 判 断 し た 場 合 に 水 漏 れ を 警 告 す る 警 告 手 段
を 備 え た 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 警 告 手 段 が 水 漏 れ の 警 告 を 画 面 上 に 表 示 し て 警 告 す る モ ニ タ で あ る 請 求 項 ９ に 記 載
の 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 警 告 手 段 が 音 ま た は 音 声 を 発 生 し て 水 漏 れ を 警 告 す る ス ピ ー カ で あ る 請 求 項 ９ に 記
載 の 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 警 告 手 段 が 発 光 す る こ と に よ り 水 漏 れ を 警 告 す る 光 源 で あ る 請 求 項 ９ に 記 載 の 内 視
鏡 の 水 漏 れ 判 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 警 告 手 段 が 前 記 内 視 鏡 へ の 照 明 光 の 供 給 を 減 少 さ せ る 請 求 項 ９ に 記 載 の 内 視 鏡 の 水
漏 れ 判 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 警 告 手 段 が 前 記 内 視 鏡 へ の 照 明 光 の 供 給 を 阻 止 す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 内 視 鏡 の 水 漏
れ 判 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-230258 A 2005.9.2



【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 水 漏 れ の 発 生 を 判 断 す る 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 の 挿 入 部 は 柔 軟 性 を 要 求 さ れ る た め 可 撓 性 の あ る ゴ ム 等 で 形 成 さ れ 、 取 扱 い の 不
注 意 に よ り 内 視 鏡 を 使 用 す る と き や 洗 浄 作 業 中 に 挿 入 部 に 損 傷 や 亀 裂 が 発 生 す る こ と が あ
る 。 一 方 で 、 内 視 鏡 は 衛 生 を 保 持 す る た め 消 毒 や 減 菌 が 必 要 で あ り 、 消 毒 時 や 減 菌 時 に は
挿 入 部 は 消 毒 液 や 減 菌 液 に 浸 漬 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 挿 入 部 は 消 毒 中 や 減 菌 中 に 消 毒 液 や 減 菌 液 に 浸 漬 さ れ る た め 、 挿 入 部 に 損 傷
等 が 生 じ た 場 合 に は 損 傷 等 が 生 じ た 部 分 か ら 水 分 や 湿 気 が 浸 入 す る 。 内 視 鏡 内 に 水 分 が 浸
入 す る こ と に よ り 、 対 物 レ ン ズ の 曇 り 、 金 属 部 に お け る 錆 の 発 生 等 の 動 作 不 良 を 生 じ る お
そ れ が あ る 。 ま た 内 視 鏡 が 電 子 内 視 鏡 で あ る 場 合 に は 、 電 子 部 品 に 水 分 が 付 着 し て 短 絡 を
起 こ し 、 電 子 部 品 が 破 壊 さ れ 撮 像 不 能 と な る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 従 来 で は 電 子 部 品 を 水 漏 れ 防 御 手 段 で 覆 う と 共 に 、 水 分 セ ン サ ま た は 相 対 湿 度
セ ン サ を 内 視 鏡 内 部 に 設 け 、 水 分 セ ン サ 上 に 水 分 が 付 着 し た 場 合 ま た は 相 対 湿 度 が ９ ５ ％
以 上 に な っ た 場 合 に 水 漏 れ を 判 断 す る 内 視 鏡 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 水 分 セ ン サ で は セ ン サ 部 に 水 分 が 発 生 し な け れ ば 水 漏 れ が 検 知 で き な い 。 相 対
湿 度 セ ン サ で は 僅 か な 水 漏 れ が 発 生 し て も 相 対 湿 度 が ９ ５ ％ 以 上 に な ら な け れ ば 水 漏 れ は
検 知 さ れ な い 。 ま た 相 対 湿 度 は 温 度 に よ っ て 値 が 変 化 す る の で 相 対 湿 度 が ９ ５ ％ 以 上 と な
っ て も 水 漏 れ に よ る も の か 正 確 に 検 知 で き な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ０ ０ ３ ９ ４ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し た が っ て 本 発 明 で は 水 漏 れ の 発 生 を 正 確 に 検 知 す る 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断 装 置 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に か か る 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断 装 置 は 、 気 密 構 造 を 有 す る 内 視 鏡 の 内 部 に 設 け ら れ
た 絶 対 湿 度 測 定 手 段 と 測 定 手 段 で 測 定 さ れ た 信 号 を 記 憶 す る 測 定 値 記 憶 手 段 と 測 定 手 段 で
新 規 に 測 定 さ れ た 信 号 が 測 定 値 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 前 回 測 定 さ れ た 信 号 か ら 実 質 的 に 変
化 し た 場 合 に 内 視 鏡 に 水 漏 れ が 発 生 し て い る こ と を 判 断 す る 水 漏 れ 判 断 手 段 と を 備 え る こ
と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 水 漏 れ 判 断 手 段 が 、 測 定 手 段 で 新 規 に 測 定 さ れ た 信 号 と 測 定 値 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 前
回 測 定 さ れ た 信 号 に 基 づ い て 比 較 デ ー タ を 作 成 す る 測 定 値 比 較 手 段 を 備 え る こ と が 好 ま し
い 。 水 漏 れ 判 断 手 段 に お い て 測 定 手 段 で 新 規 に 測 定 さ れ た 信 号 と 測 定 値 記 憶 手 段 に 記 憶 さ
れ た 前 回 測 定 さ れ た 信 号 を 絶 対 湿 度 に 換 算 す る と 新 規 に 測 定 し た 絶 対 湿 度 が 大 き い 場 合 に
、 水 漏 れ 判 断 手 段 が 内 視 鏡 の 水 漏 れ を 判 断 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 測 定 手 段 は マ イ ク ロ ヒ ー タ 型 の 絶 対 湿 度 セ ン サ で あ る こ と が 好 ま し く 、 内 視 鏡 の 先 端 、
操 作 部 、 ま た は コ ネ ク タ に 固 定 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断 装 置 に は 、 水 漏 れ 判 断 手 段 が 内 視 鏡 の 水 漏 れ を 判 断 し た 場 合 に 水 漏
れ を 警 告 す る 警 告 手 段 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 僅 か な 水 漏 れ に お い て 水 分 セ ン サ 上 に 水 分 が 付 着 し な い
場 合 、 ま た は 内 視 鏡 内 の 温 度 の 変 化 に よ り 相 対 湿 度 が 変 化 し た 場 合 に お い て も 正 確 に 内 視
鏡 の 水 漏 れ 判 断 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 水 漏 れ 判 断 装 置 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １
０ の 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ に は 、 内 視 鏡 ２ ０ 、 プ ロ セ ッ サ ４ ０ 、 モ ニ タ ５ ０ が 備 え ら れ る
。 内 視 鏡 ２ ０ に 撮 像 さ れ た 被 写 体 の 画 像 は 映 像 信 号 と し て プ ロ セ ッ サ ４ ０ に 送 ら れ る 。 プ
ロ セ ッ サ ４ ０ に 送 ら れ た 映 像 信 号 は 一 定 の 処 理 が 行 わ れ た 後 、 モ ニ タ ５ ０ に 送 ら れ 、 そ こ
で 被 写 体 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 内 視 鏡 ２ ０ に お い て 、 内 視 鏡 本 体 ２ １ は 可 撓 性 を 有 す る 連 結 ケ ー ブ ル ２ ２ を 介 し て コ ネ
ク タ ２ ３ と 連 結 さ れ る 。 ま た コ ネ ク タ ２ ３ は 、 プ ロ セ ッ サ ４ ０ に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る 。
内 視 鏡 本 体 ２ １ に は 、 細 長 で 可 撓 性 を 有 す る 管 状 の 挿 入 部 ２ ４ 、 お よ び 内 視 鏡 ２ ０ の 各 種
操 作 を 行 う た め の 操 作 部 ２ ５ が 設 け ら れ る 。 挿 入 部 ２ ４ の 先 端 に は 撮 像 素 子 ２ ６ と 絶 対 湿
度 セ ン サ ２ ７ が 配 置 さ れ る 。 撮 像 素 子 ２ ６ に は 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 コ ネ ク タ ２ ３ 内 に は 、 測 定 回 路 ２ ８ 、 比 較 回 路 ２ ９ 、 お よ び メ モ リ ３ ０ が 設 け ら れ る 。
撮 像 素 子 ２ ６ は 、 内 視 鏡 本 体 ２ １ 内 に 配 設 さ れ た 信 号 線 ３ １ と コ ネ ク タ ２ ３ を 介 し て プ ロ
セ ッ サ ４ ０ 内 に 設 け ら れ た ビ デ オ 回 路 ４ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 内 視 鏡 ２ ０ に は 、 ラ イ ト ガ イ ド ３ ２ が 配 設 さ れ 、 ラ イ ト ガ イ ド ３ ２ は プ ロ セ ッ サ ４ ０ 内
に 設 け ら れ た 光 源 ４ ２ と 光 学 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 撮 像 素 子 ２ ６ は 、 光 源 ４ ２ か ら ラ イ ト ガ イ ド ３ ２ を 介 し て 伝 送 さ れ た 光 を 照 明 光 と し て
被 写 体 （ 図 示 せ ず ） の 画 像 を 撮 像 す る 。 撮 像 素 子 ２ ６ に お い て 撮 像 さ れ た 画 像 は 映 像 信 号
と し て ビ デ オ 回 路 ４ １ に 送 ら れ る 。 ビ デ オ 回 路 ４ １ で 一 定 の 処 理 が 行 わ れ た 後 、 映 像 信 号
が ビ デ オ ケ ー ブ ル を 介 し て モ ニ タ ５ ０ に 出 力 さ れ る 。 こ の よ う に し て 被 写 体 の 画 像 が モ ニ
タ ５ ０ に 表 示 さ れ る 。 な お 、 光 源 ４ ２ は プ ロ セ ッ サ ４ ０ 内 に 設 け ら れ た シ ス テ ム コ ン ト ロ
ー ル 回 路 ４ ３ に 接 続 さ れ て お り 、 光 源 ４ ２ の 明 る さ は シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 ４ ３ に よ
り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 絶 対 湿 度 セ ン サ ２ ７ は 、 内 視 鏡 本 体 ２ １ 内 に 配 設 さ れ た 信 号 線 ３ ３ を 介 し て コ ネ ク タ ２
３ 内 に 設 け ら れ た 測 定 回 路 ２ ８ に 接 続 さ れ る 。 測 定 回 路 ２ ８ は 、 比 較 回 路 ２ ９ お よ び メ モ
リ ３ ０ に 接 続 さ れ 、 比 較 回 路 ２ ９ は 、 メ モ リ ３ ０ お よ び シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 ４ ３ に
接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 内 視 鏡 ２ ０ に お い て 、 内 視 鏡 本 体 ２ １ 、 連 結 ケ ー ブ ル ２ ２ 、 お よ び コ ネ ク タ ２ ３ は 相 互
に 連 結 さ れ 気 密 構 造 が 形 成 さ れ る 。 こ の 気 密 構 造 内 部 に 撮 像 素 子 ２ ６ 、 絶 対 湿 度 セ ン サ ２
７ 、 測 定 回 路 ２ ８ 、 比 較 回 路 ２ ９ 、 お よ び メ モ リ ３ ０ が 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 絶 対 湿 度 セ ン サ ２ ７ で 測 定 さ れ た 絶 対 湿 度 信 号 は 測 定 回 路 ２ ８ に お い て 一 定 の 処 理 が 行
わ れ た 後 、 比 較 回 路 ２ ９ に 送 ら れ る と と も に メ モ リ ３ ０ に 格 納 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態
に お い て は 、 従 来 公 知 で あ る マ イ ク ロ ヒ ー タ 型 の 絶 対 湿 度 セ ン サ ２ ７ が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 比 較 回 路 ２ ９ で は 測 定 回 路 ２ ８ か ら 送 ら れ た 新 規 に 測 定 さ れ た 絶 対 湿 度 信 号 と メ モ リ ３
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０ に 格 納 さ れ た 前 回 の 絶 対 湿 度 信 号 に 基 づ い て 、 比 較 デ ー タ が 作 成 さ れ る 。 比 較 デ ー タ は
例 え ば 前 回 の 測 定 値 と 新 規 の 測 定 値 の 差 、 比 、 あ る い は 変 化 率 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 ４ ３ に お い て 、 内 視 鏡 ２ ０ 内 の 絶 対 湿 度 が 実 質 的 に 変 化 し て
い る か 判 断 さ れ る 。 す な わ ち 、 比 較 回 路 ２ ９ で 作 成 さ れ た 比 較 デ ー タ が 所 定 の 範 囲 か ら 外
れ た 場 合 に 、 内 視 鏡 内 の 絶 対 湿 度 が 実 質 的 に 変 化 し て い る と 判 断 さ れ る 。 所 定 の 範 囲 と は
、 新 規 に 測 定 さ れ た 絶 対 湿 度 信 号 と 前 回 の 絶 対 湿 度 信 号 の 変 化 が 絶 対 湿 度 セ ン サ ２ ７ に 固
有 の 測 定 誤 差 の 範 囲 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 内 視 鏡 ２ ０ 内 の 絶 対 湿 度 が 実 質 的 に 変 化 し て い る と 判 断 さ れ る と 、 水 漏 れ 信 号 が シ ス テ
ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 ４ ３ か ら ビ デ オ 回 路 ４ １ に 送 ら れ る 。 ビ デ オ 回 路 ４ １ に お い て 、 水 漏
れ 信 号 は 被 写 体 の 画 像 の 映 像 信 号 に ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ さ れ 、 モ ニ タ ５ ０ に 水 漏 れ の 警 告
が 表 示 さ れ る 。 水 漏 れ の 警 告 は 例 え ば “ 水 漏 れ 発 生 ” ま た は “ 水 漏 れ 警 告 ” と い う 表 示 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 光 源 ４ ２ を 暗 く す る こ と に よ る 水 漏 れ の 警 告 も 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 シ ス テ ム
コ ン ト ロ ー ル 回 路 ４ ３ が 水 漏 れ の 発 生 を 判 断 し た 場 合 に 、 光 源 ４ ２ か ら 内 視 鏡 ２ ０ へ の 照
明 光 の 供 給 は 減 少 さ れ る よ う に 制 御 さ れ る 。 そ れ に よ っ て モ ニ タ ５ ０ に 表 示 さ れ る 被 写 体
像 が 暗 く な り 、 内 視 鏡 の オ ペ レ ー タ に 水 漏 れ の 注 意 が 喚 起 さ れ る 。 ま た 光 源 ４ ２ か ら 内 視
鏡 ２ ０ へ の 照 明 光 の 供 給 を 完 全 に 阻 止 す る よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断 装 置 に よ れ ば 、 僅 か な 水 漏 れ が 発 生 し た
場 合 や 温 度 が 変 化 し た 場 合 で あ っ て も 、 正 確 な 内 視 鏡 の 水 漏 れ 判 断 が 可 能 と な る 。 な ぜ な
ら ば 、 密 閉 状 態 が 破 ら れ て 水 分 が 内 視 鏡 に 浸 入 し た と き に は 絶 対 湿 度 が 実 質 的 に 上 昇 す る
か ら で あ る 。 ま た 、 密 閉 さ れ た 空 間 で あ れ ば 、 温 度 変 化 に 関 わ ら ず 絶 対 湿 度 は 一 定 で あ る
か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て 新 規 に 測 定 さ れ た 絶 対 湿 度 信 号 が 測 定 回 路 ２ ８ か ら メ モ
リ ３ ０ に 格 納 さ れ る が 、 比 較 回 路 ２ ９ を 介 し て メ モ リ ３ ０ に 格 納 す る よ う に 構 成 し て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て 比 較 回 路 ２ ９ で 作 成 さ れ た 比 較 デ ー タ が 、 絶 対 湿 度 に 換
算 す る と 前 回 の 測 定 値 か ら 新 規 の 測 定 値 へ 高 く な る 方 向 に 変 化 し て い る 状 態 の と き に 、 内
視 鏡 の 水 漏 れ が 発 生 し て い る と 判 断 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ に 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 。 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 水 漏 れ 信 号 が シ ス テ ム コ ン ト ロ ー
ル 回 路 ４ ３ か ら ス ピ ー カ ５ １ に 送 ら れ る 。 そ の 他 の 構 成 要 素 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ
る 。 第 ２ の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム に よ れ ば 、 ス ピ ー カ ５ １ に 水 漏 れ 信 号 が 送 ら れ
る こ と に よ り ス ピ ー カ ５ １ か ら 警 告 音 ま た は 警 告 音 声 を 発 し て 、 水 漏 れ 警 告 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ に 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 。 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 水 漏 れ 信 号 が シ ス テ ム コ ン ト ロ ー
ル 回 路 ４ ３ か ら 警 告 ラ ン プ ５ ２ に 送 ら れ る 。 そ の 他 の 構 成 要 素 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で
あ る 。 第 ３ の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム に よ れ ば 、 警 告 ラ ン プ ５ ２ に 水 漏 れ 信 号 が 送
ら れ る こ と に よ り 警 告 ラ ン プ ５ ２ が 発 光 し て 、 水 漏 れ 警 告 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ に 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 す 。 第 ４ の 実 施 形 態 で は 、 絶 対 湿 度 セ ン サ ２ ７ が 操 作 部 ２ ５
に 配 置 さ れ る 。 そ の 他 の 構 成 要 素 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 第 ４ の 実 施 形 態 に よ れ
ば 、 信 号 線 ３ ３ が 挿 入 部 ２ ４ 内 を 通 ら な い の で 信 号 線 ３ ３ の 破 損 を 減 じ る こ と が 可 能 と な
る 。 な お 、 挿 入 部 ２ ４ で 水 漏 れ が 発 生 し た 場 合 に も 、 操 作 部 ２ ５ に お け る 絶 対 湿 度 は 変 化
し て 水 漏 れ の 発 生 を 判 断 可 能 で あ る 。 な ぜ な ら 、 操 作 部 ２ ５ は 挿 入 部 ２ ４ と 連 結 し て 気 密
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に 保 た れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ に 第 ５ の 実 施 形 態 を 示 す 。 第 ５ の 実 施 形 態 で は 、 絶 対 湿 度 セ ン サ ２ ７ が コ ネ ク タ ２
３ に 配 置 さ れ る 。 そ の 他 の 構 成 要 素 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 第 ５ の 実 施 形 態 に よ
れ ば 、 絶 対 湿 度 セ ン サ ２ ７ を 測 定 回 路 ２ ８ と 同 一 の 基 板 ３ ４ 上 に 配 置 で き る の で 、 信 号 線
３ ３ が 不 要 と な る 。 よ っ て 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な り 、 信 号 線 ３ ３ が 挿 入 部 ２ ４ 、 お よ び 連
結 ケ ー ブ ル ２ ２ 内 を 通 ら な い の で 信 号 線 ３ ３ の 破 損 が 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ に 第 ６ の 実 施 形 態 を 示 す 。 第 ６ の 実 施 形 態 で は 、 比 較 回 路 ２ ９ が プ ロ セ ッ サ ４ ０ 内
に 設 け ら れ る 。 そ の 他 の 構 成 要 素 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 第 ６ の 実 施 形 態 に よ れ
ば 、 比 較 回 路 ２ ９ が プ ロ セ ッ サ ４ ０ 内 に 設 け ら れ る の で コ ネ ク タ ２ ３ を 小 型 化 す る こ と が
可 能 と な り 、 ま た 内 視 鏡 ２ ０ 毎 の 比 較 回 路 ２ ９ の 形 成 を 省 略 し 製 造 コ ス ト を 低 減 さ せ る こ
と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 水 漏 れ 判 断 装 置 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 全 体 構
成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 水 漏 れ 判 断 装 置 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 全 体 構
成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 水 漏 れ 判 断 装 置 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 全 体 構
成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 の 水 漏 れ 判 断 装 置 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 全 体 構
成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 の 水 漏 れ 判 断 装 置 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 全 体 構
成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 の 水 漏 れ 判 断 装 置 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 全 体 構
成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ２ １ 　 内 視 鏡 本 体
　 ２ ３ 　 コ ネ ク タ
　 ２ ７ 　 絶 対 湿 度 セ ン サ
　 ２ ８ 　 測 定 回 路
　 ２ ９ 　 比 較 回 路
　 ３ ０ 　 メ モ リ
　 ４ ３ 　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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